
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小矢部市教育委員会 

ＩＣＴ調査研究委員会 

■ おやべＧＩＧＡスクール構想 

将来、予測困難な時代をたくましく生きるために必要な「情報を活用し、自ら学ぶ資質・能力」

を、市内全ての小中学校が連携・協力して育成することを目指しています。 

そのために、令和３年度より３年の計画で、これまで積み重ねてきた教育実践の中に、ＩＣＴ活用

を段階的に取り入れています。 

■ 授業等におけるＩＣＴ活用 

ギ    ガ 

【R5.4.1】 

■ 情報モラル指導の推進 

■ ９年間の体系的な指導 

タブレット端末は、学校だけでなく、家庭での主体的な

学習にも活用していきます。 

そのために、学校では、タブレット端末の使用目的や

個人情報の取り扱い等のルールを守った使い方及び、

健康面（視力・ 

小中学校９年間を通して、児童生徒に情報活用能

力が身に付くように、『おやべＩＣＴキャリアパスポー

ト』（電子化されたチェックリスト・システム）を、令和３

年度に構築しました。 

児童生徒は、年数回、このシステムで 18～27 項

目について自己評価します。そして、「今の自分は、何

を知り、何ができているのか」を確認し、次の目標を

立てます。また、教員は、ＩＣＴ支援員と共にその評価

結果を分析し、情報についての理解や操作技能、情

報モラルを含め、情報を適切かつ有効に扱う力が付

くような指導・支援に生かします。 

また、有効な指導・支援を共有し、各学校で実践が

進むように、『おやべＩＣＴキャリアパスポート』の項目

に対応した『活動事例集』の作成・活用も進めます。 

また、ＩＣＴ活用事例を学

校間で共有し、どの学校

でも、どの学年でも、どの

学級でも同じように指導

できる体制をつくります。 

３年目 

（令和５年度） 

１年目 

（令和３年度） 

２年目 

（令和４年度） 

■ 実現に向けた３ステップ 

【ICT支援員と検討する担任】 【チェックリスト・システム】 【授業で、結果を入力し、グラフに表す児童】

【自己評価を確認するために出力された「個別票」】 

おやべICTキャリアパスポート

4 年 1 組 35 番 名前 なまえ　〇〇　〇〇

▽をおして、

えらんでください

1 2

2 3

3 1

4 4

5 2

ローマ字入力で短い文章の入力ができる。（１分間40字以上）

タブレットたんまつで写真や動画をとり、それをスライドやミライシードを使って友達に

伝えることができる。

エクセルを使って、表を作ることができる。

身の回りの生活の中でコンピュータやインターネットが使われていることを知っている。

プログラムをつくって、プログラミングを楽しむことができる。

あてはまる：４

少しあてはまる：３

あまりあてはまらない：２

あてはまらない：１

 GIGA環境（一人一台端末＋クラウド）が整った今、目指すのは、「令和の日本型学校教育」（全

ての子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現）への挑戦です。 

 小矢部市においても、「Step３」を実現するために、発達段階や児童生徒の実態を踏まえ、「一

人一人が、課題を設定し、必要な情報を集め、それらを整理・分析して、考えをまとめ・表現す

るという学習を、時には一人で、時には友達と一緒に学ぶ」という、主体的・対話的で深い学び

に取り組んでいきます。 

構想を実現するために、３つの

ステップで進めています。 

３年目の令和５年度は、「便利に

使い、学習を充実させる」ことを目

標に、様々な場面でＩＣＴ活用に取

り組んでいきます。 

考えのまとめ（共有） 

課題と方法の確認 情報の収集 

情報の整理・分析 

睡眠等）にも

配慮した使

い方につい

て、保護者の

理解と協力

の下、全ての

学年で指導

します。 【情報モラルについて考える生徒】 


